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注：グラフの各項目上段が平成３０年度、下段が平成２９年度を表しています 

【アンケート実施目的】 

 子どもたちの学校生活を生き生きとした楽しいものにするため、学校の教育活

動や組織について生徒や保護者の皆さまからの調査結果をもとに今後の学校改善

の資料とする。  

【アンケート実施日】平成３０年１２月 

【アンケート回収率】 

・生徒調査 ９１％  保護者 ６８％ 

【アンケート集計及びグラフの表示】 

・回答項目の「Ａ：よくあてはまる」「Ｂ：ややあてはまる」を肯定的回答として回答項目の「Ａ：よくあてはまる」「Ｂ：ややあてはまる」を肯定的回答として回答項目の「Ａ：よくあてはまる」「Ｂ：ややあてはまる」を肯定的回答として回答項目の「Ａ：よくあてはまる」「Ｂ：ややあてはまる」を肯定的回答として

グラフ化して表示しています。グラフ化して表示しています。グラフ化して表示しています。グラフ化して表示しています。    

〇学校生活、生徒指導等に関する項目（生徒１２項目・保護者１４項目）につ

いて、昨年度と比較すると、生徒調査では３項目で肯定的な回答の割合が上

回った。「体育祭・文化祭など学校行事はみんなが楽しく行えている

（���）」（昨年度比＋１）「先生は、他の人に知られたくない秘密を守って

くれる（��%）」（昨年度比＋５）「図書室をよく利用している（���）」

（昨年度比＋２）が上昇した。生徒会が中心となって行っている、「体育祭や

文化祭等の学校行事が、楽しく行えている（���）」ことは、良い結果と思わ

れる。保護者調査では１２項目で昨年を上回った。昨年度大幅に減少した「子

どもの心身の健康について、気軽に先生に相談できる」（昨年度比＋６）の項

目が上昇した。全体的に、昨年度肯定的な回答が減少傾向にあった各項目が上

昇傾向に変わった。 

〇最も肯定的な回答が高かった項目は、生徒調査では「文化祭・体育祭など学

校行事はみんなが楽しく行えている（��%）」（昨年度比＋１）、保護者調査

でも、「子どもは、文化祭・体育祭・宿泊行事などの学校行事に積極的に参加

している（���）」（昨年度比＋６）であった。 

〇生徒調査では「図書室をよく利用している（���）」と肯定的な回答をした

生徒の割合が低かったが、学校図書館司書が配属され今年で３年目となり、校

区小学校とも連携し、図書室を利用しやすいように工夫をしたり、授業での活

用の増加や読書活動の計画的な取組みをしていることなどから３年連続（２８

年度比＋９、２７年度比＋１３）で上昇した原因と考えられる。また、「先生

は、他の人に知られたくない秘密を守ってくれる（���）」（昨年度比＋５）

においては、学級活動、クラブ活動などの日々の教育活動や、教育相談などで

信頼関係がよい方向に向かっていることが伺える。しかし、「進路についての

情報をよく知らせてくれる（３年生）（���）」（昨年度比－１２）の結果か

らは、入試システムの変更や高校の詳細などの情報が生徒に伝わりづらかった

ということや、「学校に行くのが楽しい（���）」（昨年度比－１２）などの

課題点もみられた。 

〇保護者調査では、１４項目中１２項目で肯定的回答が昨年度を上回った。昨

年度よりも全体的に信頼をいただいていると言えるが、「学校では特色のある

教育活動が行われている（���）」（昨年度比＋６）、「子どもの心身の健康

について気軽に先生に相談できる（���）」（昨年度比＋７）は肯定的な回答

の割合が７割を下回っており課題がみられた。 
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３．学校全般・その他３．学校全般・その他３．学校全般・その他３．学校全般・その他    

２．学習指導２．学習指導２．学習指導２．学習指導    注：グラフの各項目上段が平成３０年度、下段が平成２９年度を表しています 
〇学習指導に関する項目について、昨年度と比べ

ると、生徒調査では１２項目中４項目で肯定的な

回答の割合が上昇しており、「授業では、実験・

観察・実習・自分の考えをまとめたり、発表した

りする時間がたくさんある（���）」（昨年度

比＋３）「授業でわからないことについて、先生

に質問しやすい（�
�）」（昨年度比＋３）と授

業に関する項目が上昇した。保護者調査では９項

目中５項目で肯定的な回答が上昇しており、「環

境・国際理解・福祉・ボランティア等の新しい教

育課題について学ばせている（���）」（昨年度

比＋１０）「子どもに生命を大切にする心や社会

のルールを守る態度を育てようとしている

（�
�）」（昨年度比＋８）の項目の上昇が大き

い。 

〇生徒調査で肯定的な回答が最も減少した項目は

「落ち着いた雰囲気の中で授業を受けることがで

きる（���）」（昨年度比－１３）で、静かな環

境でグループ学習ができていない、声のレベルが

大きいこと等を感じている生徒が多いことが伺え

課題がみられる。 

〇生徒、保護者とも肯定的な回答が７割に達して

いない項目がそれぞれ３項目、１項目あり課題が

みられた。 

〇学校全般・その他に関する項目について、昨年

度と比較すると、保護者調査で１０項目中９項目

で昨年度を上回った。 

〇生徒調査「掃除が徹底しているなど環境美化に

力を入れている（���）」は昨年度を１ポイント

上回ったが、美化意識向上をめざした清掃活動や

環境整備等、学校全体でさらに取り組む必要があ

る。 

〇保護者調査「学校は、家庭への連絡や意思疎通

を積極的に、きめ細かく行っている（���）」

（昨年度比＋１５）「学校は、保護者や地域の人

た ち と 話 し を す る 機 械 を 多 く 設 け て い る

（���）」（昨年度比＋７）と肯定的な回答が大

きく上昇した。今後も継続して家庭や地域に開か

れ連携した学校づくりを進めていく必要がある。 

〇保護者調査「文化祭は子どもの成長にプラスに

なった（���）」（昨年度比＋７）であり、文化

祭の取組内容等に対して多くの理解を得た。 

〇保護者調査「子どもは、家で自分で計画を立て

て勉強している」は昨年度より上昇しているが、

５１％と低い値である。家庭での自主学習が計画

的にできる取組みが一層必要である。 

 学習指導・生徒指導を大きな柱とし、特に主体的・対話的で深い学び

の実現をめざした授業改善を中心に教育活動を進めているところです。

今回の学校教育自己診断では、生徒調査で８項目、保護者調査で２６項目が昨年度と比較し

て肯定的な回答が上昇しました。そのほとんどの項目が７０％以上の値であり、ある程度の

理解は得られていると考えられます。しかし、数値の低い項目もあり、課題として重点的に

改善が必要なところもみられます。今後は、８０％以上の肯定的な回答が安定して得られる

ように今回の結果をもとに、次のような方針で取組みを進めていきます。 

【学習指導】【学習指導】【学習指導】【学習指導】全ての教科で主体的・対話的で深い学びの実現にむけて、グループ学習を取

り入れた授業を展開していますが、授業内容の質の向上をさらに追求し、定着と効果の増大

を目指していきます。また、そのための環境も整えていきます。家庭学習を中心とした自学

自習力の向上についても、さらに保護者の協力を得ながら進めていきます。 

【生徒指導】【生徒指導】【生徒指導】【生徒指導】人権の大切さを尊重し、自尊感情を高めながら取り組みます。一人ひとりに

寄り添いながら教育相談などを効果的に行い、カウンセリングマインドをもって個に応じた

対応を継続します。いじめのない学校の実現に向け、見守り活動を中心にして些細な変化も

見逃さないよう対応します。また、授業規律、規範意識の向上などにも努めていきます。 

【その他】【その他】【その他】【その他】「一人ひとりが大切にされ、つながり・学び合い、確かな力を育む学びの創

造」のもと、授業改善も含めて校区小学校ともさらに連携を深め、９年間を見通した教育活

動の内容を、保護者や地域の方の理解と協力がさらに得られるようわかりやすく発信してい

きます。 
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